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はじめに 












































 バルトークは農民音楽（民謡）を自分の作品に取り入れるのに 4 つの方法を使用し
た。 
 ・第 1 の方法は、民謡をそのまま手を加えずに使うもので、伴奏部や前奏部、後奏
部、間奏部等は、むしろ副次的なものである。 
 ・第 2 の方法は、民謡の旋律だけをそのまま取り入れるもので、編曲の比重が民謡
の旋律と同等に大きくなる。この第 1 と第 2 の方法の間には、明確な区別はなく、
一方から他方へと自由に転換できるものである。 
 ・第 3 の方法は、生の農民音楽の曲を使用するのではなく、いずれかの曲の模倣に
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よって作曲するものである。 







 彼の音楽様式は、５つの時代に分けることができる。  
  1889 年〜1907 年（8〜26 才）の初期 
  1908 年〜1911 年（27〜30 才）の成熟した様式を確立した時代 
  1911 年〜1924 年（30〜43 才）の進展期 
  1926 年〜1937 年（45〜56 才）の古典的中期 
1938 年〜1945 年（57〜64 才）の晚年 
 
 1906 年に初めてコダーイと二人で 20の民謡編曲を出版して以来、農民音楽（民謡）























 ①棒踊り（ジョク・ク・バータ Jocul cu bâtă、採譜地：マロシュトルダ県） 
 ②帯踊り（ブラウル Brâul、採譜地：トロンタール県） 
 ③踏み踊り（ぺ・ロック Pe loc、採譜地：トロンタール県） 
 ④角笛の踊り（ブチュメアーナ Buciumeana、採譜地：トルダアラニョシュ県） 
























 また b の方の伴奏に現れる増 4 度音程は農民音楽（民謡）の特徴で、むしろ完全 4
度音程より自然で素朴な味わいがある。b のフレーズの中に、一言ずつ語って聞かせ
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旋律に含まれる増 2 度音程は裏声的なもので、それらをバグ・パイプを模した空虚 5
度の響が支えている。この曲全曲を通して、一つの楽節毎に４小節目で d 音になって






 第 5 曲はビホル県のルーマニア・ポルカである。元来、ポルカは 2 拍子であるが、5

















 ここで言及していない第 2 曲、第 4 曲、第 6 曲に関してはそれぞれ違う旋法で書か
れているが、上述の 3 曲の中に現れた音形、増 2 度と増 4 度の多用、民族楽器の模倣
といった音楽要素と似たような特徴を持っているため、今回この 3 曲を割愛して、第
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